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l．各社梨輪ゴムの耐油試験一第二法  

第3報に於て鴇ゴムの耐油試験は第1津による試験綽泉のみを報官したが戴に其滞遭として第2  

法による耐沸試験結果を左に報告せん。  

1、耐油試験法一帯2津   

尭づ試料3本を栴挿し之を酸慣0．1の紬実刑中に3アOCで】．週間渾漬したる複版出して表面化   

附蒸する油を充分除去して後再び秤量し其重畳増加を求めた。  

簡便度の変化をも測定した。   

2、耐沖試験結果   

前述の方洪により各社異端ゴムの耐沖試験結果盈求むれぼ次表の如し。  

2．各社製輪ゴムの比重測定  

同じく第3報の追加として各社製輪ゴムの比重を測定Lた。  
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伺此重測定法は日本標準規格第餌7尊に依った測定縫泉下の如し  
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